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近 年,歩 道が都市の快適空間 として評価 され,歩 道 の安全性や快適性 を評価 す る試験方法 の確立が

求 め られて いる.歩 道舗装材 の滑 りは歩行者 の安全性 を左右 する要 因であるが,幾 つかの試 験機が あ

るに も関わ らず測定法方が確立 していない.

そ こで本研究では,DFテ スターをベ ースに歩道用の摩擦係数測定試験機 を開発 し,評 価試験 を行

った結果,静 止摩擦係数 と動摩擦係数 を測定 する事 で,平 滑 な舗装 面のすべ り抵抗性 や溝 を含ん だテ

クスチ ャーの評価が 出来 る ことが分 か り,舗 装材 の温度 が異 なって も測定結果 に大 きな影響 はなか っ

た.安 全な歩道の摩擦係数 は本試験機 で求 めた静止摩擦係数 が0.5以 上 であれば,安 全 と考 え られ る.
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1.は じめ に

近年,歩 道は都市の快適空間 として評価され,快

適な歩道をつ くるために,道 幅を広げたり街の景観

に配慮 して色彩のある舗装材を用いるなど,様 々な

工夫が行われているが,安 全に歩けることや長時間

歩いても疲れないことは非常に重要で,舗 装材にも

安全性や快適性が求められている.し かし,歩 道は

利用する人の体力や年齢,歩 行の目的や速度,履 い

ている靴などがそれぞれ異なり,誰 を対象にどの様

な快適性を歩道に持たせるかは非常に難しい.そ こ

で,歩 道の快適性 を考える場合,舗 装材が安全であ

れば快適性 も評価されると考え,安 全性を中心に検

討する事 とした.

歩道舗装材の安全性を考えるとき,舗 装表面の凹

凸や舗装材の滑 りが問題になる.そ こで,今 回は歩

道舗装材の滑 りを取 り上げ,検 討することとした.

滑 りを数値化する方法 として,舗 装材と靴底 との摩

擦係数を測定する方法があるが,摩 擦係数を測定す

ることは以外 と難しく,数 種類の機械が開発 されて

はいるが,い ずれも基準になってはいない.本 論文

では,歩 道舗装材用の摩擦係数定試験機の開発 と,

その評価を行った結果を報告する.

2.現 在 ま で の 研 究 状 況

滑 りの研究は,人 の歩行動作 と舗装材の滑 り現象

をどの様な方法で評価 し,機 械的な滑 りの測定結果

と一致 させ るかが命題 と言われて きた.研 究 論文に

は,「 スムーズな歩 行 をす るには,26の 骨 と107の 靱

帯及 び19の 筋 肉群 が複雑 な動 きを しな けれ ばな らな

いが,そ れ には歩行者 の意識 や視覚,感 覚 か らの情

報が必要で あ り,中 で も静止摩 擦係数は歩行 に関係

す る実際のデー タ として信頼 で きる」とす るJ.M.

Millerの 研究1)や,「 普通 に歩 いて いる時 のかか と

の滑 り易 さを測定 するには,足 の動 きや床 に作用 し

て いる力以外 に,垂 直圧 力,荷 重が加 え られている

時間,滑 りを起 こす潤滑油 な どが移動す る状況,ス

ライ ド速度,温 度 な どが影響 す る.そ して,こ れ ら

を考慮 した摩擦係数 を測定 す る試験方法 は,分 類 す

ると10タ イプあ る」 とす るC.Bringの 論文2)な ど,歩

行状況 や滑 り現象 を解析 し評価 した論文 は多 くあ る

が,滑 りを どの機械 で測定 し,ど の様 に評 価す るか

は確立 され ていな い.し か し,静 止摩擦係 数が重要

なデ ータになる ことは,多 くの人が認識 して いる.

R.Skiba3)は 摩 擦係数測定 試験機 に求 め られ る条 件

として,次 のよ うな項 目を上げて いる.

a)歩 行サイ クル に可能 な限 り忠実 で精密な シ ミュ レ

ー シ ョンがで きる こと.

b)技 術的に単純 な構造で簡単 に操作で きる こと.

c)装 置 は携帯で き,ど の様 な床面 で も測定 できる こ

と.

d)測 定 結果 に再現 性が ある こと.
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また,歩 行サ イ クル に忠実 で精密 な シ ミュ レー シ ョ

ンの具体 的な内容 としては,

a)普 通 の靴 を使 って測定で き,靴 を交換 で きること,

また靴 の角度 が垂 直方 向に25.,水 平方 向に360°

変更可能 な こと.

b)垂 直方 向,水 平方 向の力が人の歩行 に合わせ て変

更で きる こと.

c)約0.5m/secま での滑 り速度 で滑 り出す瞬間の最大

静止 摩擦係数 と動摩擦 係数が測 定で きること.

d)靴 を床 に着地 させ る時間が短 い こと.

e)滑 り良 くす る材料 をま くことが出来 る こと.

な どをあげ ているが,今 までの試験機 は いずれ もす

べての条件 を満 た していない として いる.そ して斜

面をテ ス トピー スが滑 り出す時 の角度 か ら最大静止

摩擦係数 を求め る方法や,振 り子式 の滑 り測定装置,

牽引力 によ る摩 擦係数測定装置,小 円盤 を使 った回

転式摩擦係数測定装 置な どを用 いて試験 を行 った結

果,ス ウェーデ ンの国立 道路交通調査研究所 が開発

した摩擦 ホイール式 の試験機4)を 高 く評価 してい る

が,こ の試験機 で も実際の靴底 を使用 しない ことに

問題が ある として いる.

我が 国ではアスフ ァル ト舗装 要綱で,歩 道 の滑 り

抵抗性 を英 国式 簡易滑 り試験機(BPST)を 用 いて評価

して いる.BPSTは 車 が約50km/hで 走行す るときの道

路 とタイヤ の滑 り抵抗性 に高い相 関が あると言われ

てお り5),歩 道 舗装材 のよ うに 目地 があ った り,傾

斜 してい る舗装 面では測定 出来 ない ことか ら,歩 道

の滑 り抵抗性 を評価す るには適 していない と考 え ら

れ る.ま た,ジ ェームズマ シ ン6)や 小野式すべ り試

験機(0-Y PSM)7),靴 滑 り試験機8)な ども使 われ てい

るが,施 工 してあ る歩道 の現 場で簡単 に測定 出来 な

いな どの問題 もあ り,新 たな簡易 試験機 の開発が求

め られて いる.

3,摩 擦 係 数 測 定 試 験 機 の 開 発

(1)試 験機の開発条 件

歩行時の滑 りを評価する方法の一つとして,舗 装

面と靴底の静止摩擦係数を測定する方法がある.摩

擦係数の評価には,舗 装表面の乾湿状態や埃の有無,

テクスチャー,舗 装面の傾斜度や靴底材料の材質,

歩行の状況や歩行速度,歩 行者の体力など多 くの要

因が関係 しているが,こ れ らの要因を全て試験機の

中に組み込むことは出来ない.ま た,歩 道で滑 りが

発生 しやすい状態 を考 えると,雨 の日に濡れている

平滑な舗装面上を急いで歩 いている場合が多い.そ

こで,こ の様な環境での測定が必要と考え,「 歩行

時に危険な滑 りはかかとを着地 させて体を支えよう

とする0.05～0.14秒 の間に発生する滑 りで,こ の間

の最大静止摩擦係数を測定する必要がある(と する

R.Skiba3)の 研究や,「 歩行において足と床の滑 りは

静止摩擦係数であるが,動 摩擦係数は足がスリップ

し始めた時に有効である(と したR.Brungraber9)の

研究などを参考 に,次 のような条件の試験機 を開発

することとした.

a)静止摩擦係数 と速度に対応した動摩擦係数が測定

できること.

b)乾燥状態 と雨の 日を考えた湿潤状態で測定できる

こと.

c)目地や低い段差があっても測定 できること.

d)傾斜している舗装面でも測定できること.

e)靴底材料の交換が容易にできること.

f)測定機が軽量で屋外でも測定できること.

g)測定結果が記録紙などに残ること.

以上の条件から,本 試験機は車道の滑 り抵抗性測定

に使われてお り,動 摩擦係数の測定では実績のある

DFテ スターをベースに作製した.

写真-1試 験機の測定部 写真-2コ ン トロール記録装 置
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図-1試 験機の構造

(2)試 験 機 の構 造

本試験機 の測定 理論 と構造 は次 の通 りで ある.摩

擦係数 を考 え る場 合,材 料 をWの 力で滑 り面 に押 し

つけ,Vの 速度 で引 っ張 る と,材 料はFの 摩擦力 を

受 け る.こ の時,押 しつ ける力Wを 一定にす ると,

μ=K・F(K:比 例 常数)

とな り,摩 擦 力は滑 り面 に働 く垂 直力に比例す るが,

接 触面積 には無 関係で ある10).こ れ を歩行の滑 りに

あてはめて みる.靴 底 材料は舗装材 よ り強度 が弱 く,

歩行 す ると靴底 は舗装 面の凹凸で 引 きち ぎられなが

ら磨耗 し同時 に摩擦 が生 じる.こ の時,靴 底 ゴムの

よ うな弾性 材料 は,押 しつけ る荷重が大 きい と接触

面が変化 す る可能性 があ り,本 試験機 では測定 時の

靴底 ゴムが変形 し難 い構造 とす る必要が ある.ま た,

動摩擦係 数 を測定す る場 合,滑 り速度 が早 い と摩擦

熱 で靴底 ゴ ムの温度 が上昇 した り,舗 装材 の温度 が

高 い と材質 が変化す る可能性 があ る.し か し,一 番

滑 りやす い条件 は湿潤状 態であ る ことか ら,湿 潤状

態 では靴底 ゴムが水 で冷や され,熱

で材質 が変 化す る可能性 は少 な いし,

舗装材 と靴 底 ゴムが密着 して いな い

限 りゴムの粘弾性は影響 しない.

今 回開発 した試験機 の構造 は,図

-1に 示 す ように,駆 動 モータに直

結 され てい る駆 動 円盤 と,軽 量な材

質のすべ り円盤か らなってお り,2

つの 円盤 はバ ネバ ラ ンスで接続 され

てい る.す べ り円盤には2っ のゴム

スライダーが 回転 半径7cmの 位置 で取

り付 け られ,接 地圧 は1.25kgf/cm2,

1つ の接 地面積 は0.8cm2で あ る.

本試験機 では,靴 底 ゴムが舗 装面

上 を接触 しなが ら回転 する ときに生

じる駆動 円盤 と滑 り円盤 とのずれ を,

図-2板 バ ネのつ いた スライダー

バ ネバ ラ ンス と変位計 によ り電気 量に変換 し摩擦係

数 を求 め るもので,静 止摩擦係数 は,静 止 した状態

で靴底 ゴム を舗 装面 に置 き,駆 動 モー タを回転 させ

動 き出す瞬 間に摩擦係数が求 ま る.動 摩擦係 数は,

靴底 ゴムが舗装 面 に接触 していな い状態 で円盤を回

転 させ,求 め る速度 よ り2km/h程 度 大 きい速度 に達 し

た時 に,円 盤を舗装面 に着地 させ,そ れ ぞれの速度

に応 じた摩擦係 数が求 まる.本 試 験機は,試 験機 本体

(16kg)(写 真-1)と 静止摩擦係 数 と動摩擦 係数 の

コ ン トロール装 置,及 び摩擦係数 を記録す るXYレ

コー ダか らなるコ ン トロール記録 装置 一式(11kg)

(写 真-2)で 構成 されてお り,試 験機 には湿潤状

態 を作 りなが ら測定 で きるように散水装 置が付 いて

い る.ま た,屋 外 で も測定 可能な様 に,車 のバ ッテ

リーか ら電源が取れ る構造 にな っている.靴 底 ゴ ム

は,図-2に 示す板バ ネのついた スライダーに靴底

材料 を接 着 して測定 するが,ゴ ム の変形 の影響 を少

な くす るために厚 さ2mmの 板 ゴム を使用 す る.ま た,

ゴム を加工 しな くて も接地 面積 が一定 にな る様 にス

図-3摩 擦係数の測定結果
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図-4静 止摩擦係数の測定記録

ライ ダーは 曲面構造 にな って いる.靴 底 ゴムは,AS

TM E-501準 拠 のゴムを基 準 ゴムと した.

本試 験機 の測定 結果 は,図-3に 示 す形 で求め ら

れ る.動 摩擦係数 は,速 度が15km/hま での動摩擦 係

数 を測 定出来 るが,歩 道 で走 る事 を考慮 す ると10km/

h(約2.8m/sec)以 下 の動摩擦係数 を測定 すれば よい.

(3)試 験 機 の 評 価

本試験機 の性能 について検 証す る 目的 で,次 のよ

うな検討 を行 った.

(a)デ ータの記録 状況

本試験機 では,XYレ コーダで測定 結果 を記録す

るが,静 止摩擦 係数は靴底 ゴムが動 きだ した瞬間の

摩 擦係数 を測定 す るので,測 定結果 とXYレ コー ダ

の値 に差が 出 る可能性 が ある.そ こで,コ ンピュー

タで摩擦係数 と回転速度 を細 か くサ ンプ リングし,

記 録紙 での測定 結果 と比較検討 した.そ の結果,図-

4に 示す よ うに,本 試験機 では測定 開始後59.6鵬ec

で最初 の ピーク値 を示 し,こ の ピーク値 と同じ値が

600msecま で続 いて いた.一 方,XYレ コー ダで記録

した値は,記 録 を始 めて か ら0.5秒 程度 ずれて ピーク

値 を示 してお り,XYレ コーダの測定 値は,静 止摩

擦係数 の ピーク値で ある ことが確 認出来 た.

(b)測 定結果 の検 討

摩 擦係数 の測定 回数や測定結果 の再現 性 につ いて

検討 した.そ の結果,試 験機 を動 か さずに同 じ位置

で測定 を繰 り返 した場 合,材 質 によってはス ライ ダ

ーの回転 円周長上 にゴムの影響が出 て
,測 定値 が低

下す る傾 向が見 られたが,測 定場所 を移動 す ると測

定値 の変動 は5%以 下 にな り,舗 装材の測定 としては

十分 な精度 であ ると考 え,本 試験 では,3回 以上測

定す る事 を原則 と し,そ の平均値 を摩擦係数 とした.

図-5粗 さ測定試験による凹凸測定結果

図-6テ ラゾ平板の静止摩擦 係数測定結果

図-7テ ラゾ平板の動摩係数測定結果
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(c)舗 装材 の凹凸量 と靴 底ゴムの影響

歩道 で滑 りやす い材料 は研磨 され ている材料 が多

いが,材 料 の表面形状 が摩 擦係数 に正確 に反 映 され

ない と測定 機 として機能 しな い.ま た,靴 底 材質が

異 なる と測 定結果 に差 が生 じるは ずである.そ こで,

表 面が研磨 され た舗装 材の凹凸量 と摩擦係数 の関係,

靴底材料 の違 いによ る測定 結果の影響 を調べ る目的

で,テ ラゾ平板 を用 いて検 討 した.テ ラゾ平板は80

番 か ら6000番 の研磨砥石 で研磨 した7種 類の材料 を

用 い,靴 底 ゴムはASTM準 拠 ゴム,カ ジュアル シュー

ズゴム,2種 類 の運 動靴 ゴムの計4種 類の材料 を用

いた.な お,テ ラゾ平板の凹凸は表 面粗 さ測定 試験

機 を用 いて実測 したが,そ の結果 は図-5に 示す11).

表面粗 さ測 定試験機 で得 られ た凹 凸量は,研 磨番数

6000番 か ら400番 までは10mμ 前後 の凹凸量で,200番

以下 の粗 い研磨 にな ると,凹 凸 最が25～30mμ と人 き

くな る.こ れ を摩 擦係数の測定結果 と比較す ると,

図-6,7に 示 す ように,静 止摩 擦係数は6000番 か

ら400番 まで は殆 ど同程度の値 を示 し,200番 以下 の

粗 い研磨 に なる と摩 擦係数が人 き くな る傾向が見 ら

れ,表 面粗 さ測定試験 機の測定結果 と同 じ傾 向を示

した.ま た,動 摩擦係数 も同様 の傾 向が見 られた12).

以 上か ら,本 試験機 では平滑度の 高い材料 の摩擦係

数が測定 で きる事 が分 か った.

(d)舗 装材 のテ クスチ ャー と目地の影響

建物 で使 われて いる床材 は,濡 れ た状態 で使用す

ることを対 象 として お らず,樹 脂 系 の材料 が多 く用

い られて い る.こ れ らの材 料は,乾 燥状態 で測定 す

ると高 い摩 擦係数 を示 すが,湿 潤状態 では摩 擦係数

が非常 に小 さ くな る.ま た,舗 装材 の滑 り抵 抗性 を

大 き くす るには,舗 装表 面 に凹凸 を付 け ることが行

われ,舗 装 表面 に溝 をつけ た り,ブ ロック 目地の凹

凸で歩行 時の滑 り抵抗性 を大 き くす ることが考 え ら

れ てい る.本 試験機 で も,ゴ ムの回転 円周長上 に溝

が ある と摩擦係数 が大 き く変化す る可能性が ある.

そ こで,舗 装材 の溝やテ クスチ ャーが摩擦係数 に

どの程度 影響す るか を知 る 目的 で,非 常 に平滑 なエ

ポキ シ樹 脂 と,表 面が ざ らざ らして いるエ ポキシモ

ルタル を用 いて,45×45×1.5cmの 平板 をつ く り,

表 面を溝 を全 く切 って いない平滑 な平板(エポキシ0また

はエポ キシモルタル0と呼ぶ),メ ッシュ状 に平均0.25cm幅 の

溝 を縦横10cm間 隔に4本 切 った平板(エポキシ4),溝 を

5cm間 隔に8本 切 った平板(エポキシ8),2.5cm間 隔 に溝

を16本 切 った平板(エポキシ16)の4種 類 に加工 し検討

した.な お,靴 底 材料 と してはASTM準 拠 ゴム及 び革

靴用 の靴 底革 を用 いた.測 定結果 を図-8～11に

示 す.

図-8エ ポキシ平板の静止摩擦係数測定結果

図-9エ ポキシ平板の動摩擦係数測定結果

図-10エ ポ キシモルタルの静 止摩擦係 数の測定結果
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動摩 擦係数 を見 ると,図-9に 示す ように,エ ポ

キ シ材料 で は溝 をまった く切 って いないエポキ シ0

が非常に滑 りやすい状況 を示 したが,溝 の数が多 く

な るにつれ て摩擦係 数 も大 き くな る傾 向を示 した.

しか し,エ ポキ シモルタルでは,図-11に 示す よ

うに,エ ポキ シモルタル0と 溝 が多 いエ ポキ シモル

タル16と では,ほ とん ど同 じ動摩擦係数 を示 し,

エポキ シモル タルでは溝 の多少 が摩擦係数 に影響 し

ていな い.ま た,靴 底 材料の違 いによる摩擦係数 の

影 響 を見 る と,ASTMゴ ムの方が革靴 よ り大 きな摩擦

係数 を示 し,革 靴 の方が滑 りやす い ことを示 してい

る.静 止摩擦係 数では,図-8に 示す様 に溝 がない

エ ポキ シ0で も大 きな摩擦係数 を示 したが,溝 が多

くな ると摩擦 係数が大 き くな る傾 向は動摩擦係数 と

同 じで ある.エ ポキ シモル タル では,図-10に 示

す様 に,動 摩擦 係数 と同様 で溝 の数 が増 えて も摩擦

係数 は殆 ど変化 して いな かった.以 上の結果 を考察

す る と,エ ポキ シ樹脂 の様 に表面 が非常に平滑な材

料 では,摩 擦係数は溝 の数 に影響 され溝が増 えると

摩擦係 数が上昇す る傾 向を示 したが,エ ポキ シモル

タルのよ うな表面が粗 い材料 では,表 面の凹凸の影

響が大 き く,溝 の多少 は殆 ど影響 して いな い.ま た,

靴底材料 の影響 を見 る と,エ ポキ シモルタル を革靴

で測定 した場 合,静 止摩擦係数 と動摩 擦係数に差 が

無か ったが,こ れは,革 靴底が硬 くエポキ シモル タ

ルの全面 を測定 してお らず,凸 部 の摩 擦係数 だけ を

測定 して いる ことが原因 と考 え られ る.

(e)舗 装材 温度の影響

BPSTの 試験で は,測 定 結果 を温度 によ り補正 する

が,本 試験機で は舗装温度 が異 な る と,測 定結果 に

どの程度 影響 をす るか を知 る目的 で,歩 道用密粒度

アスコ ン,開 粒度 アス コンの平板 を作 り,試 験温度

を0～40℃ まで の範 囲で10℃ づつ5段 階 に変化 させ

検 討 した.こ の時,湿 潤状態で流す水 は舗装 材温度

に近 い値 に調整 し,靴 底材料はASTM準 拠 ゴム及 び革

靴 の靴底革 を用 いた.測 定結果は 図-12～15に

示す.本 試験 では,静 止摩擦係数 にバ ラッキを生 じ

て いたが,密 粒度 ア スコ ンの様 に材料 の締 め固めに

方向性 が あった り,開 粒度 アスコ ンの様に表 面が均
一 でな い場合 ,温 度 の変化 による影響 よ り舗装 面の

テ クスチ ャーの影響 が大 きいと思 われ る.ま た.動

摩擦係 数は,舗 装表 面上 を回転 しなが ら測定 するの

で,平 均 的な摩擦係数 を測定 す る ことになるが,密

粒度 アスコ ンで は,ASTHゴ ム を使 った場合,湿 潤時

乾燥時 とも0℃ と40℃ の摩擦 係数 の間 に0.08～0.09の

差 が生 じたが,こ の差 は滑 りの判定 に影響 を与 える

数値 でない と考 えた.

図-11エ ポキシモルタルの動摩擦係 数の測定結果

図-12湿 潤時の温度別測定結果

図-13湿 潤時の温度別測定結果
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図-14乾 燥時の温度別測定結果

従って,本 試験機では温度差による摩擦係数の補

正は必要ないと判断した.な お,氷 点下の舗装材の

状況は,一 般歩道の条件とは異なるが,冬 の北海道

の歩道で測定 した圧雪状況における摩擦係数の実測

値はμ=0.02で あった.

(4)評 価の まとめ

今回開発 した歩道用摩擦係数測定試験機について

評価 を行った.そ の結果,歩 道の滑 りに影響する摩

擦係数は,足 が動 き始めた直後の静止摩擦係数が関

係すると言われているが,本 試験機でも,動 き始め

た60ms後 の静止摩擦係数を測定する事が出来た.ま

た,ア スフ ァル ト舗装要綱で使われているBPSTは,

舗装材に目地や溝があると測定出来ないが,本 試験

機では溝があっても摩擦係数を測定する事が出来,

溝や目地は非常に平滑な舗装材では摩擦係数を大き

くするのに役立つが,テ クスチャーが粗い舗装材で

はテクスチャーの影響が大きく,溝 が摩擦係数にほ

とんど影響 しないことが分かり,滑 りにくい舗装材

をつ くるには表面を加工するより,テ クスチャーを

変える方が効果的であることが分かった。また.静

止摩擦係数の値は動摩擦係数の値 より大 きくなるが,

本試験機で も同様の結果を得た.し かし,革 靴のよ

うな靴底の硬い材質では靴底が変形せず摩擦係数の

差は少ない.舗装材の温度差が摩擦係数に与 える影響

について検討 したが,温 度差による影響は少なく,

本試験では温度補正等の措置は必要ないと考える.

また,靴 底 ゴムは,測 定毎に交換する必要はなく,

測定状況に応じて著 しい傷が見 られ時点で交換すれ

ばよいことが分かった.

図-15湿 潤時の温度別測定結果

4,お わ り に

静止摩擦係数 を測定 す る事 で,舗 装材表 面の滑 り

抵抗性が評価で きることは分か ったが,安 全な歩道

には どの程度の摩擦 係数が必要で あろ うか.

A.Kucshhefski13)の 論 文に よると,「 滑 りに対 す る

安全性 を判断す る基準 としての摩擦係数 は,最 も異

な る試験機 を組 み合わせ て摩擦 の測定実験 を行 い,

踵,靴 底全体,爪 先 の3点 で滑 り始 めた直後 の静止

摩擦係数 と,滑 り速度0.25m/s(0.9km/h)の 動摩 擦係

数 を計測 し これ を平均 して基準 にす るとよい」 とし

て,具 体的 な数値 は示 していないが,歩 道 の滑 り基

準 を決 める ときの指標 を示 唆 して いる.James H.

Miller1)の 論文 は摩擦係 数が μ=0.5を 安全 な舗 装材

の摩擦係数 としてい るし,R.Brungraber9)が 調査 し

た滑 りの論文 を見 ると,安 全な静止摩擦係 数は

μ=0.6～0.7と す る見解14)15)や,μ ≧0.5を 安全な

値 とす る報 告16),あ るいは μ=0.4が 安 全 と不安全 の

境 になる とする報告17}な どが あ り,確 立 されては い

な いが,こ れ らの内容 と本試験機 で行 った多 くの舗

装材 の測定結果 をもとに検討す る と,静 止 摩擦係数

が μ=0.5以 上あれば,ほ ぼ歩道の滑 りに対 しては安

全 と言 えるのではな いか と考 える.

本研究 は,歩 行者 の歩行 を研究 してい る論 文や,滑

りの研究 を してい る論文 を調査 し,こ れ をもとに試

験機の設計条件 を決 め,試 験機 を試作 し検 討 したが,

その結果,軽 量 で持 ち運 びが可能 で,屋 外 で も簡単

に測定出来 る試験機 が開発 で きた.

本研究 を行 うにあた り,ご 助言 を頂 いた大 阪市立

大学 の山 田優教授,実 験 に ご協 力頂 いた大阪市建設

局,靴 底 ゴムの提 供 を頂 いた(株)ミ ズノ,温 度評価

の実験 に ご協力頂 いた 日本鋪道株式会 社品川技術研
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究所,東 京農業大学農業工学科農業造構学研究室の

学生諸君に厚 く御礼を申し述べる.
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A STUDY FOR THE COEFFICIENT OF FRICTION TESTER 

FOR SIDEWALK PAVEMENT MATERIALS 

Tsuneo MAKI,Yasushi TAKEUCHI,Masashi KOYANAGAWA, Hiroya ABE 

Recently the sidewalk space is regard as comfortable area for city life,and it 
is required to establish the test method for the evaluation of safety and amenity. 
For keeping the safety of walk,the slip of pavement materials is the important factor 
There were some machines for measurement of slip-resistance,but they were not enough 
for the evaluation of sidewalk pavement. 

In this paper, the development of new machine for sidewalk pavement materials which 
was based on the DF-Tester,and the evaluation test results were reported. The new 
machine was able to measure the coefficient of static and dynamic friction of side 
walk pavement. From these two parameters ,it is able to evaluate the slip-resistance 
and the surface texture of pavement. From the test results, the coefficient of 
friction was not affected by the surface temperature of the pavement materials. 

Finally, it was found that the value of coefficient of static friction for keeping 
the safety of sidewalk pavement is greater than 0.5.
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